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第１回噛むほど元気！高校生咀嚼レシピコンクール 冬根菜と鶏肉の甘辛炒め 

国学館高学校の２人 最優秀賞に輝く マルダイ、順次商品化へ  
 

日本自動車連盟（ＪＡＦ）秋田支部が県内高校生を対

象に募集した「第１回噛むほど元気！高校生咀嚼レシ

ピコンクール」の最優秀賞に、いずれも国学館高調理

科３年の加藤雄吾さん（１７）と工藤優仁さん（１８）が

考えた「冬根菜と鶏肉の甘辛炒め」が選ばれた。上位

３作品は、秋田市でスーパーを展開するマルダイが１１月から順次商品化する。 

県民の健康寿命を延ばすことなどを目的に開催。成人向けの一品料理で、家庭で手

軽に作れるなど五つの条件を満たしたレシピを募集した。１１校から５４組が応募し、書

類選考を通過した５組が９月２６日に県社会福祉会館（秋田市）で開かれた最終選考に

進んだ。生徒が実際に調理し、ＪＡＦ秋田支部の関係者ら計５人の審査員が実食した。

「冬根菜と鶏肉の甘辛炒め」はゴボウやダイコン、レンコンなど秋から冬が旬の根菜を

使用。鶏肉でタンパク質、レンコンでビタミンＣが摂取できるなど栄養バランスも工夫

した。審査では根菜を多く使うことで、よくかんで食べられる点が評価された。 

加藤さんは「第１回での最優秀賞は記念すべき賞。努力したかいがあった」、工藤さ

んは「普段と違う場所で調理できて楽しかった。いつも通り

の調理ができた」とそれぞれ話した。 

優秀賞には、さくら国際高校秋田キャンパス１年の藤原美

緒さん（１６）の「いぶりがっこ入りカミ神サラダ」と、五城目

高校３年の菅原彩さん（１８）の「鶏団子と彩り野菜のしょっ

つる炒め」が選ばれた。（松田優唯）   （令和８年１０月９日(金) 秋田魁新聞より一部抜粋) 


